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53 回生同窓会 報告 

酒井広行 

2010 年 11 月 20・21 日の両日、紅葉美しい秋晴れの中、53 回生の同窓会を開催しました。場所は京都のど

真ん中、御所近くのザグランリゾートエレガンテ京都にて泊まりがけで行いました。山田先生、西谷先生ともにご

都合がつかず参加していただけなかったのは大変残念でしたが、遠くは九州からの 4 名をはじめとし、兵庫・和

歌山・岐阜・愛知と総勢 20 名が集まり大いに盛り上がりました。 

まずは、この会の段取りから世話役まで一切取り仕切ってくれた幹事の玉田氏による乾杯の挨拶で宴会が始

まりました。50 歳半ばになると話しはどうしても不健康自慢となり、メタボがどうの、血圧がどうの、あァ血糖値が、

あァ痛風がと…。中には「PCI で２・３本ステントを入れて命拾いした」、「先月がんの手術をうけた」というつわもの

まで現れ、改めて年齢を感じてしまいました。しかしお酒が進むにつれ、話はどんどん昔に戻り、学生時代の良

き（悪き？）思い出話となり、あの時下宿先で、あの時寮で、またあの時の彼女がと、ついこの前あったばかりの

事のように話す内に、どんどん若返っていくように感じられました。さて近況はと尋ねてみると、今回集まった内 4

～5 人が単身赴任で頑張っているとの事で、さぞかし苦労していると思いきや、独身貴族でなにやら楽しんでい

る様子。まだまだいけるぞ（何が？）と元気いっぱい。うらやましい限りです。宴も進み、ラウンジでの2次会には、

仕事で遅れていた大川、佐々木両氏も合流、貸しきり状態でのドンチャン騒ぎ（ワイングラス 3～4 つ割れていた

ような気がしますが…）。部屋での 3次会と遅くまで飲み明かしました。 

翌朝、超二日酔いの頭痛と吐き気に戦いながら「次回は5年後に長良川の鵜飼いでも楽しみながら」と約束し

て午前中に解散となりました。今回参加できなかった皆さんも次回お会いできるのを楽しみにしています。 

 

出席者 岩谷、吉村、宮内、東、片山、小野、大西、福井、久保田、米田、鳴坂、里村、片渕、長嶋、松山、 

澤田、佐々木、大川、酒井、玉田 
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